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令和５年度 学校経営報告書 

 

学校番号 ６ 学 校 名 浜松聴覚特別支援学校 校 長 名 藤田延江 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

達成状況 評

価 
成果と課題 

い

き

い

き 

互いを認め

合う人権感

覚を高め、豊

かな心を育

む指導の充

実 

児童生徒は、相手の

意見を聞けたり自分

の意見を言えたりで

きている。 

職員 

評価 

AB 

100％ 

保護者 

評価 

AB 

90％ 

 

〇子ども同士の関わりが増え、

伝え合いの約束を意識しなが

ら、自分の考えを伝え、他者の

考えを受け止める大切さを学ぶ

ことができた。 

△策定した人権教育全体計画・

年間指導計画を周知徹底し、学

校全体で取り組む。 

異なる考えでも受け

止め、相手を尊重し

た言動ができてい

る。 

職員 

評価 

AB 

94％ 

 

〇職員全員が良い学部の雰囲気

を作ろうという意識をもち、協

力し合える体制づくりが安心感

につながった。 

 

 

 

 

 

 

安全・安心な

生活のため

の環境・体制

づくり 

児童生徒は、自分の

健康や命を守る方法

を理解し行動できて

いる。 

職員 

評価 

AB 

96.9％ 

 

 

 

 

 

 

保護者 

評価 

AB 

100％ 

 

〇適切な時期に保健指導を行い

健康に関する理解が深まった。 

〇避難訓練と災害学習は災害項

目に分け効果的に実施できた。 

△訓練の回数や時期の検討。 

緊急時の初動体制を

理解し、迷わず対応

ができる。 

職員 

評価 

AB 

96.9％ 

 

〇研修で共通理解を図り、訓練

ごとにマニュアルや体制の整合

性と修正を図ることができた。 

△市や他機関との連携と情報共

有の強化。 

計画的、効率的に業

務が遂行できてい

る。 

職員 

評価 

AB 

94％ 

 

〇各学部の行事や校外学習の検

討、共有を行い、目的に応じた

活動の精選と計画的な実行につ

なげることができた。 

学校経営予算の計画

的な執行により、修

繕や購入が効率的に

行えている。 

職員 

評価 

AB 

96.9％ 

 

〇施設修繕は、危険が伴うもの

について、情報共有し速やかに

対応した。 

△施設修繕必要箇所で予算が伴

わずできていない箇所がある。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

聴覚障害教育の専門

性が高まり、その専

門性を発揮して指導

ができている。 

職員 

評価 

AB 

93.8％ 

 

 

 

 

 

 

〇コース別学習会を行い、希望

するコースを選択して研修する

ことができた。チェックリスト

を分析し、評価の低い項目は職

員会議で学ぶ機会を設けた。 



様式第３号 

 
わ

く

わ

く 

 

 

 

 

 

 

一 人 一 人 の

言 語 力 の 獲

得と、協働的

な学びの授業

や生活づくり 

児童生徒がわくわく
する姿と、新しい学
びのある授業ができ
ている。 
幼児児童生徒が主体

的に対話し、学びが

深まる授業ができて

いる。 

 

職員 

評価 

AB 

96.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者 

評価 

AB 

80％ 

 

〇県内他聴覚特支校と国語のオ

ンライン合同授業を実施した

り、グーグルクラスルームやジ

ャムボードを積極的に活用し、

ICT の効果的な活用に向けて検

討を始めることができた。 

△職員間の対話に基づく、基礎

的な授業技術向上を図るための

仕組みづくりを進めていく。 

舎生が、「わくわく」
した寄宿舎生活を送
ることができてい
る。 
舎生が主体的に対話

し、主体的に活動で

きている。 

 

職員 

評価 

AB 

96.5％ 

 

〇お楽しみ会の企画・実行やリ

クエストメニューの決定、ニュ

ースの感想など、舎生が意見を

交流させながら主体的に活動す

ることができた。 

△指導員の支援を最小限にして

いく。 

読書活動をとおし

て、生活言語の拡充

とコミュニケーショ

ン能力の向上ができ

ている。 

 

職員 

評価 

AB 

96.8％ 

 

〇１階廊下に赤十字の本を配架

したり、図書室にお勧めの本を

並べたことで、気軽に本を手に

取ることに繋がった。城北図書

館の本も学習や読み聞かせなど

に幅広く活用ができた。 

△小・中図書委員会の連携。 

児童生徒は、一人一
台端末を活用するこ
とができている。 
ICT 機器を有効に活

用した授業が行えて

いる。 

 

職員 

評価 

AB 

90％ 

 

保護者 

評価 

AB 

89.6％ 

 

〇端末を使用することに慣れ、

使用場面が増えた。 

〇ミニ学習会で電子黒板の使い

方や他校の実践について学ぶこ

とができた。 

△教員のニーズに応じた研修会

の企画と機器の整備。 

し

な

や

か 

 
 
 
 
共生・共育と
地域における
センター的役
割の充実 
 

 

生活経験が広がり、

幼児児童生徒の成長

を感じることができ

ている。 

職員 

評価 

AB 

96.8％ 

 

 

 

保護者 

評価 

AB 

95％ 

 

〇他園との交流で生活経験や遊

びの経験が広がった。 

〇集団の中での自分の聞こえに

ついて考える機会になった。 

〇先輩の話から将来の自分像を

考える機会となった。 

在籍校や医療機関等
との連携を図れ、ニ
ーズに応じた支援が
できている。 
研修や支援をとおし

て啓発ができてい

る。 

 

職員 

評価 

AB 

100％ 
 

〇在籍園・在籍校、医療機関と

連携し、実態、ニーズを把握し

て支援することができた。 

〇市町と連携して研修会を行う

ことにより、難聴についての啓

発を行うことができた。 

△関係機関と直接情報交換でき

るシステムの構築。 
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社会自立に
向けた関係
機関との連
携強化 

個別の教育支援計画

や指導計画につい

て、保護者と教員、

教員間で共有し、活

用することができて

いる。 

 

職員 

評価 

AB 

100％ 

 

 

 

 

 

 

 

保護者 

評価 

AB 

97.5％ 

 

〇個別面談で、教育支援計画・

指導計画を保護者と確認するこ

とが習慣づいてきている。 

△個別の検討会を充実させ、複

数の目で見たより良い支援を検

討していく。 

家庭や関係機関と連

携し、社会自立に向

けたキャリア教育や

必要に応じたケース

会議ができている。 

 

職員 

評価 

AB 

96.5％  

〇関係機関との支援会議、情報

の共有を通して、家庭への有効

な支援ができた。 

〇スクールカウンセラー、スク

ールロイヤーとの連携が、指導

支援の後押しとなり、関係機関

とつなぐきっかけにもなった。 

△不登校傾向にある生徒、家庭

への支援の充実。 

自分や友達の良いと

ころ得意なところを

言え、自分らしさに

気付ける指導や支援

ができている。 

 

職員 

評価 

AB 

100％ 

 

〇学年を越えた活動を増やした

ことで、様々な意見に触れるこ

とができ、自分を見つめ、自分

のことを話すことができた。 

△自己理解と他者理解を自立活

動と併せて、道徳や生活全般で

考えていく時間が必要。 

児童生徒が、感謝の

気持ちと夢を語るこ

とのできる学習活動

を実施できている。 

職員 

評価 

AB 

100％ 

保護者 

評価 

AB 

94.7％ 
 

〇自分の役割が分かり、のびの

び表現することができた。 

〇学んだことや思いを伝えたい

という気持ちを持ち、意欲的に

取り組むことができた。 

〇友達の良い所、自分の通う学

校への敬意をしっかりと抱いて

臨む姿が見られた。 

 


